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　十勝中部の農協担当者は「これまでのシストセンチュ

ウも、発生すれば生産者にとって死活問題。これまでに

ない種類が見つかったのなら心配」と、状況を注視する。

　「シロ」でないジャガイモシストセンチュウは３月現

在、十勝の６市町を含む道内52市町村の計１万1000ヘク

タールで確認されている。既にまん延防止対策が取られ

ており、十勝では2011年を最後に新たな発生はない。

　十勝管内の今年のジャガイモの作付指標面積は２万

4353ヘクタールで、全道の４割以上。十勝は特に種イモ

の一大産地で、道内や全国に出荷しており、シストセン

チュウが発生した畑は種イモ生産ができなくなる。セン

チュウの生息密度を下げる抵抗性品種の開発は進んでい

るが、シロシスト－には効かないため、仮に発生すれば

その畑はジャガイモ栽培が難しくなる。

　管内農協関係者によると十勝から網走へ種イモは出荷

されているが、逆はないため種イモによる十勝への感染

拡大の心配は少ないという。種イモの生産指導を行う十

勝農協連の高橋英三専務は「今までのシスト対策を徹底

すれば問題ないと考えているが、人ごとではない」と警

戒感を強める。

　シロシスト－の侵入経路については、海外産の他の作

物の種苗や資材などの可能性があるが、特定は困難とい

う。

　道農政部は「これまでのシストセンチュウ対策を徹底

することで、急速にまん延することはない」とし、十勝

を含む生産者に土壌の移動防止や、発生が疑わしい場合

などの診断徹底を促している。
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　全国米麦改良協会（東京）は2016年産民間流通麦の第１回、第２回入札結果をまとめた。十勝の小麦の主力品種

「きたほなみ」は第１回、第２回とも全量が落札され、価格も前年産を上回った。強力系小麦「ゆめちから」も全

量落札され、国産麦の需要が高まりつつあることがうかがえる結果となった。

　第１回は９月15日、第２回は同29日に行われた。道内

からはきたほなみ、ゆめちからの他、キタノカオリ、春

まき小麦の春よ恋、はるきらりの計５銘柄が上場された。

　国内全体の上場量の約６割に当たる道産きたほなみは

第１回は６万3340トンが上場され、倍率1.3倍の８万

2850トンの申し込みがあった。落札価格は前年産を6.7

％上回る１トン５万923円だった。

　第２回も同数の６万3340トンが上場され、12.5％倍率

1.3倍の８万4230トンの申し込みがあった。落札価格は

前年産を9.7％上回る５万2346円だった。

　きたほなみは前々年産までは需要と供給に開きがあっ

たが、円安による輸入価格値上がりや、国産志向の高ま

りなどにより２年連続の全量落札となった。

　ゆめちからは第１回は7410トンが上場され、倍率3.2

倍の２万4020トンの申し込みがあった。落札価格は前年

産を10％上回る４万8197円だった。

　第２回は7390トンが上場され、倍率3.2倍の２万3370

トンの申し込みがあった。落札価格は第１回と同じ４万

8197円だった。

　ゆめちからは前年産まで申し込みが上場数量を下回っ

ていたが、２年前まで８～９万円していた価格が下が

り、国産需要も高まったことから需給のギャップが解消

した。

　この他強力系春まき小麦の春よ恋、はるきらりも１、

２回とも申し込みが上場数量を上回り、価格も前年以上

だった。キタノカオリは第１回は申し込みが上場数量を

下回り、価格も前年産より低かったが、第２回では申込

数量が上場を上回った。

　環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の大筋合意で小麦の実質

的な関税（マークアップ）が45％削減される方向と不安

もある中、全体的に国産小麦人気を裏付ける落札結果と

なった。

＜国産小麦の入札＞

　収穫の前年に、生産者と、製粉業者など実需者の間で取引数量・

価格について契約（播種＝はしゅ＝前契約）を締結し、これに基

づく取引が行われている。販売予定数量の３割で入札を行い、残

り７割は入札で形成された指標価格を基本とする相対取引となる。

入札は秋に２回行う。


